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青森新時代「農林水産力」強化パッケージを着実に推進するとともに、気候変動や物価高騰、

スマート技術の進化など、農林水産業を取り巻く環境にしっかりと対応しながら、以下の項目に

ついて重点的に取り組みます。

ための「企業」等との連携

ための「生産者」の経営改善支援１

２

ための「人財」の確保・育成３

所得を上げる

産業を守る

次代を支える

（主な取組内容）

・経営指導を受けた農業自らが計画・提案する公募型支援事業の創設（成果連動型）

・ゲノミック評価による優秀な雌子牛の選定と子牛市場の新たな取引システムの導入

・県産米の輸出拡大とながいもの品質を維持する優良種苗増殖体系等の実践

（主な取組内容）

・りんご産地等の課題解決に向けた企業の農業参入支援と受入態勢づくり

・県内建築物で使う木材を県産材に転換するための仕組みづくり

・ホタテガイの効率的な採苗や高水温に対応した養殖技術の開発

（主な取組内容）

・「あおもり農業経営塾」と提案型海外研修の継続実施

・青い森林業アカデミーNextVision（仮称）の作成と指導体制の整備

・ホタテガイ養殖業などの承継円滑化等に向けた定着支援プログラムの策定

Ⅰ 2025年度の重点項目

第２章 青森新時代「農林水産力」強化パッケージの概要

「農林水産力」
青森新時代

強化パッケージ 展開中
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Ⅱ プロジェクトの見直し内容

第２章

商品開発 ①消費者ニーズに寄り添った新商品開発

販路拡大 ②物流革新と販路開拓・拡大

情報発信 ③あおもりブランドの確立に向けた情報発信の強化

地産地消 ④地域経済の活性化に向けた地産地消の推進

農業人財

㉝未来を担う人財育成

㉞所得向上プログラムの実践 （新規）

㉟企業の農業参入の推進 （新規）

林業人財 ㊱林業の新たな担い手確保・育成

漁業人財 ㊲漁業者の確保・育成

【農業】

水田農業
⑤世界に羽ばたく持続可能な米づくり

⑥水田フル活用による収益力強化

野菜・花き

⑥「ながいも」で儲かる産地づくり

⑦「にんにく」で儲かる産地づくり

⑧施設園芸で儲かる産地づくり

果 樹

⑨世界に誇る「青森りんご」の次世代への継承

⑩安全・安心の「青森りんご」輸出基盤の強化

⑪おうとう「ジュノハート」による産地力向上

畜 産

⑫多様なニーズに対応した牛肉生産

⑬次世代につなぐ酪農産地づくり

⑭持続可能な畜産を支える草づくり

⑮畜産を守る家畜衛生対策の推進

生産基盤

⑯スマート農業にも対応した基盤整備の推進

⑰農業・農村の防災・減災、強靭化

⑱経営の効率化に向けた農地集積・集約化等

先端技術 ⑲あおもり「農業ＤＸ」の実現

持続可能な農業 ⑳環境負荷低減による持続可能な農業の実践拡大

【林業】

森林整備 ㉑緑豊かな森林づくりによるＣＯ２吸収力の強化

生産基盤
㉒県土を守る森林環境の保全

㉓スマート林業技術等を活用した林業のデジタルシフト

木材利用 ㉔県産材の安定供給と利用の確保

【漁業】

増 養 殖

㉕ホタテガイ１００億円産業の恒久化→ホタテガイ3００億円産業の恒久化

㉖サーモンの一大産地化

㉗ナマコ資源増大チャレンジ

㉘つくり育てる漁業の推進

漁船漁業
㉙持続可能な漁業に向けた新たな資源管理の推進

㉚いか釣り漁業の経営安定 （新規）

水産基盤
㉛水産業の成長産業化に向けた拠点整備

㉜環境変化に適応した漁場生産力の強化

地域活性化
㊳あおもり型農村ＲＭＯの実現

㊴「海業」の推進による漁村の活性化

多様な人財活躍
㊵多様な農業人財の活躍促進

㊶ユニバーサル農業の推進

地域資源

㊷食の力を生かした健康的なくらしの実現

㊸農業・農村インフラの機能の確保

㊹森林資源等を生かした山村の振興

販
売
力
強
化

生
産
性
向
上

人
財
育
成

農
山
漁
村
振
興

「農
林
水
産
力
」の
強
化
に
向
け
た
４
つ
の
柱
と
44
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（統合）

（名称変更）

201op
テキストボックス
２



第２章

いか釣り漁業の経営安定プロジェクト

・県内外のスルメイカ漁獲情報等のＩＣＴ

化等による収益力確保支援

・ケンサキイカ（南方系イカ）等の漁獲状

況の調査・解析

・漁法の複合化に向けた所得向上プログラ

ムの策定・普及 スルメイカ漁獲情報管理システム

ＩＣＴスルメイカ漁獲情報

管理システムの登録者

令和6年 令和10年

56 人 68 人

目 標 挑戦する内容

所得向上プログラムの実践プロジェクト

・農業者の経営分析・経営改善指導等の

指導体制の強化

・所得向上プログラムの取組支援

水稲の可変施肥田植

１経営体当たりの

生産農業所得

令和5年 令和10年

488 万円 625 万円

目 標 挑戦する内容

年度 販売力強化 生産性向上 人財育成 農山漁村振興 計

2024 ４ ２８ ３ ７ ４２

2025 ４ ２８ ５ ７ ４４

生産者等との対話や各部会での検討結果などに基づき、新たに３プロジェクトを追

加したほか、内容の一部見直しに伴い、１プロジェクトの名称を変更した。

また、効果的に取組拡大を行うため、１プロジェクトを統合

【概 要】

企業の農業参入の推進プロジェクト

・企業の本県への農業参入に向けたオー

ダーメイド型の支援

・企業の農業参入に対応する受入態勢づ

くり

・企業とりんご生産者等との連携、加工

事業者のりんご生産の参入支援

農業生産参入法人数

令和4年 令和10年

77 社

目 標 挑戦する内容

110 社 オランダ式栽培技術の導入

【新規プロジェクト】

「農林水産力」
青森新時代

強化パッケージ 展開中
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本パッケージは、販売力強化、生産性向上、人財育成、農山漁村振興の４つの柱に整理した、プロ

ジェクト、継続的な取組、所得向上プログラムで構成します。

１ 販売力強化 －所得向上につながる販売戦略の展開－

人口減少や高齢化による国内市場の縮小、消費構造の変化に対応するため、消費者ニーズに

寄り添った新商品開発、物流システムの効率化の推進、多様な情報ツールを活用した県産品の情

報発信、小売店・飲食店等における県産品の取扱促進による地産地消の推進などにより、所得向上

につながる販売戦略を展開します。

２ 生産性向上 －利益の最大化を目指す生産性向上－

（１）農業

生産者が所得向上により豊かさを実感できる農業を実現するため、付加価値の高い高品質な

農畜産物を安定的に生産する産地体制を維持・強化するとともに、スマート技術やDXを始めと

した新たな技術の導入のほか、基盤整備等による担い手への農地の集積・集約化を加速させる

など、生産性を向上させ、利益の最大化を目指します。

また、高収益作物や輸出・加工業務用仕向けなど、多様なニーズに対応できる産地を育成する

ほか、気候変動に伴う自然災害や病害虫、家畜疾病等の防疫体制を強化します。

さらに、環境負荷を低減した農業に対応するため、堆肥等地域資源の活用や土づくりを推進

します。

（２）林業

森林が有する水資源のかん養や、県民の生命・財産を守る土砂災害の防止など多面的機能の

維持・向上を図るため、森林の集約化や低コスト再造林など森林整備を推進するほか、松くい虫・

ナラ枯れ被害の拡大防止に向けた森林病害虫対策の強化や治山施設の整備を促進するなど森林

環境の保全に取り組みます。

また、林業の生産性向上を図るため、森林クラウドシステムやドローンレーザなどスマート林業

技術等を活用した林業のデジタルシフトを進めます。

さらに、県産材の需要拡大に向けて、県産材のイメージアップにより公共建築物の利用促進を

図るほか、製材品の生産性向上と供給体制を整備します。

（３）漁業

漁獲量が大きく減少する中、水産資源の持続的利用と漁業者の所得向上を両立させるため、

ホタテガイやサーモン、ナマコなどの「つくり育てる漁業」を一層推進するとともに、水産資源の

早期回復に向けた「資源管理型漁業」を着実に進めます。

また、漁港整備や藻場造成などにより、漁業・養殖業の生産性向上を図り、水産業の成長産業化

を進めます。

第３章 具体的な施策
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３ 人財育成 －次代を担う人財の確保・育成－

次代を担う人財を確保するため、学生などを対象とした出前講座や情報発信、地域による

サポート体制の強化などにより、本県に就業意欲のある人財を県内外から呼び込むとともに、企

業の農業参入を推進していきます。

また、実践的な研修や生産者の経営改善支援などにより、生産技術に加えて、グローバル化や

社会情勢の変化に対応できる経営体を育成します。

４ 農山漁村振興 －元気で豊かな農山漁村づくり－

人口減少と高齢化が進む中、農山漁村の賑わい創出と地域コミュニティを維持するため、地域

経営体を中心としたあおもり型農村ＲＭＯを形成するほか、農泊を切り口とした関係人口の創出

や「海業」の推進による漁村の活性化などに取り組みます。

また、多様な農業人財の活躍促進に向けて、県外人財の雇用受入体制の整備や障がい者等が

働きやすいユニバーサル農業の推進に取り組みます。

さらに、豊かな地域資源の活用促進に向けて、あらゆる世代に対応した食育活動の実践など、

食の力を生かした健康的なくらしの実現に向けた取組や、多面的機能の維持に向けた地域の

共同活動などによる農業・農村インフラ機能の確保のほか、特用林産物など森林資源等を生かした

山村の振興などに取り組みます。

具体的な施策

第３章
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本パッケージのうち、関係者が連携して、特に重点的に取り組むプロジェクトは、全部で44あり

ます。

プロジェクトは、数値目標を設定するほか、青森県基本計画の基本理念であるＡＸ「Aomori 

Transformation 」の視点から、挑戦する内容と関係者の声、変革後の姿を記載し、関係者が

役割分担を図りながら同じ方向に向かって取組を展開します。

①販売力強化 ②生産性向上 ③人財育成 ④農山漁村振興

農 業

４

1６ ３

7林 業 4 1

漁 業 ８ 1

合 計 ４ 28 ５ 7

合計 ４４ プロジェクト

※プロジェクトは社会情勢の変化や関連事業のスクラップ＆ビルドに応じて毎年度見直し

Ⅰ 各プロジェクトの概要

【プロジェクトの特徴】

プロジェクト 世界に羽ばたく持続可能な米づくり

目 標

挑戦する内容

関係者の声

（対話）

役割分担

変革後の姿 ・多様な市場ニーズに対応可能となり、持続可能な米産地が形成

・デジタル技術の活用により精度の高い生産指導が可能

・「超・プレミアム米」「超・低コスト米」の生産・販売

・輸出を見据えた品種開発と栽培実証

・衛星ナビやデジタル技術等を活用した良食味・高品質生産

・稲作を続けていくため、所得を確保できる米づくりへの取組支援（生産者）

・高品質米の安定生産のための効果的な生産指導体制の構築が必要（農協）

・価格競争力の高い米など需要に応じた米を安定供給してほしい（取扱業者）

・生産者 ：実証ほ運営、輸出米の生産拡大

・農協・集出荷団体等：輸出の取組拡大、情報提供、現地指導

・産技センター ：多収品種開発、低コスト栽培技術確立

・県 ：進行管理、研修会開催、現地指導

関係者の声を反映

関係者の役割分担を
明確化

目標達成後の姿を
明確化

施策の柱 生産性向上

①販売力強化、②生産性向上、③人財育成、
④農山漁村振興の４本柱ごとに整理

・「超・プレミアム米」の実現 販売価格1,000円/㎏以上

・「超・低コスト米」の実現 生産コスト7,000円/60㎏未満

・「青天の霹靂」の単収 R4：522㎏/10a → R8：540㎏/10a

・玄米タンパク質含有率6.0％以下の割合 R4：79.3％ → R8：90％

・輸出用米の作付面積 R5：321ha → R10：1,000ha

具体的な取組内容

プロジェクトごとに
数値目標を設定

第３章

「農林水産力」
青森新時代

強化パッケージ 展開中
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【青森新時代「農林水産力」強化パッケージの各プロジェクト】

① 販 売 力 強 化 商品開発 消費者ニーズに寄り添った新商品開発プロジェクト

所得向上につながる
販売戦略の展開

４プロジェクト

販路拡大 物流革新と販路開拓・拡大プロジェクト

情報発信 あおもりブランドの確立に向けた情報発信の強化プロジェクト

地産地消 地域経済の活性化に向けた地産地消の推進プロジェクト

【農業】

② 生 産 性 向 上 水田農業 世界に羽ばたく持続可能な米づくりプロジェクト

利益の最大化を目指す
生産性向上

２８プロジェクト

野菜・花き
「ながいも」で儲かる産地づくりプロジェクト

「にんにく」で儲かる産地づくりプロジェクト

施設園芸で儲かる産地づくりプロジェクト

果 樹
世界に誇る「青森りんご」の次世代への継承プロジェクト

安全・安心の「青森りんご」輸出基盤の強化プロジェクト

おうとう「ジュノハート」による産地力向上プロジェクト

畜 産

多様なニーズに対応した牛肉生産プロジェクト

次世代につなぐ酪農産地づくりプロジェクト

持続可能な畜産を支える草づくりプロジェクト

畜産を守る家畜衛生対策の推進プロジェクト

生産基盤
スマート農業にも対応した基盤整備の推進プロジェクト

農業・農村の防災・減災、強靭化プロジェクト

経営の効率化に向けた農地集積・集約化等プロジェクト

先端技術 あおもり「農業ＤＸ」の実現プロジェクト

持続可能な農業 環境負荷低減による持続可能な農業の実践拡大プロジェクト

【林業】

森林整備 緑豊かな森林づくりによるＣＯ２吸収力の強化プロジェクト

生産基盤
県土を守る森林環境の保全プロジェクト

スマート林業技術等を活用した林業のデジタルシフトプロジェクト

木材利用 県産材の安定供給と利用の確保プロジェクト

【漁業】

増 養 殖

ホタテガイ３００億円産業の恒久化プロジェクト

サーモンの一大産地化プロジェクト

ナマコ資源増大チャレンジプロジェクト

つくり育てる漁業の推進プロジェクト

漁船漁業
持続可能な漁業に向けた新たな資源管理の推進プロジェクト

いか釣り漁業の経営安定プロジェクト

水産基盤
水産業の成長産業化に向けた拠点整備プロジェクト

環境変化に適応した漁場生産力の強化プロジェクト

③ 人 財 育 成 農業人財
未来を担う人財育成プロジェクト

所得向上プログラムの実践プロジェクト

企業の農業参入の推進プロジェクト

次代を担う人財の
確保・育成

５プロジェクト

林業人財 林業の新たな担い手確保・育成プロジェクト

漁業人財 漁業者の確保・育成プロジェクト

④ 農 山 漁 村 振 興 地域活性化
あおもり型農村ＲＭＯの実現プロジェクト

「海業」の推進による漁村の活性化プロジェクト

元気で豊かな
農山漁村づくり

７プロジェクト

多様な人財活躍
多様な農業人財の活躍促進プロジェクト

ユニバーサル農業の推進プロジェクト

地域資源
食の力を生かした健康的なくらしの実現プロジェクト

農業・農村インフラの機能の確保プロジェクト

森林資源等を生かした山村の振興プロジェクト
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１ 販売力強化 -所得向上につながる販売戦略の展開-

継続的な取組 令和７年度の主な取組

（１）商品開発

食品産業を担う人財・企業の育成 ・食産業に係る相談窓口の設置

農商工連携や６次産業化の推進 ・生産者と食品加工事業者等とのマッチング支援

産品の特徴や個性などの価値を生かした商品づくりの推進 ・専門家のアドバイスによる県産品のブランド化を促進させる商品開発支援

（２）販路開拓・拡大

市町村や生産販売団体と一体となった販売促進活動の展開 ・県産農林水産物の魅力を生かした消費宣伝に取り組む団体への支援

成長が期待できる多様な販売先への販路開拓・拡大 ・首都圏の実需者等に対する提案型セールスの実施

＜参考＞輸出関係は「青森県輸出拡大戦略」に基づき実施

東アジア市場の需要の維持・拡大

・輸出コーディネーターの設置及びビジネスマッチングの実施
・現地バイヤーを招請したビジネスツアーや商談会の実施
・フード台北、香港フードエキスポへの出展
・県産品の店頭プロモーション等の実施
・企業と連携した県産品の情報発信

東南アジア市場の需要の拡大
・トップセールスによる県産品等のＰＲを実施
・県産品の店頭プロモーション等の実施

欧米市場の需要の拡大
・ハラール認証取得に係るアドバイザー派遣、バイヤー招請・商談会の実施
・ものづくり企業のビジネスマッチング支援の実施
・県産品の店頭プロモーション等の実施

（３）情報発信

信頼される青森県産ブランドの浸透 ・県産品PR用キャッチフレーズ等の活用推進

お客様ニーズの把握とフィードバックの推進
・県産品アンテナショップの運営
・県産品アンテナショップ等におけるニーズ把握とフィードバック

多様な分野と連携した情報発信・拡散
・民間企業と連携した情報発信やフェアの開催
・「あおもり食のエリア」登録料理の情報発信・ＰＲ

消費者に対する安全･安心な食の情報発信
・食品表示、米トレーサビリティ制度の事業者に対する監視、指導等
・県産農林水産物の放射性物質モニタリング調査と結果の公表
・県産農林水産物・加工品の放射性物質検査経費の市町村等への補助

（４）地産地消

学校給食などにおける地元食材の積極的な活用の推進
・栄養教諭等を対象とした地元産品活用促進セミナーの開催
・学校給食関係者等による地元食材利用促進会議の開催
・栄養教諭等に向けた学校給食向け加工品の紹介

多様な消費需要に応える地元の「食」の活用推進
・商標「だし活」を使用した総菜等の開発
・企業と連携した「だし活＋だす活」と地産地消のＰＲ

産地直売施設の販売力強化
・専門アドバイザー派遣による生産者の出荷労力軽減や産地直売施設の販
売力強化支援

Ⅱ プロジェクト以外の継続的な取組

第３章
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２ 生産性向上 -利益の最大化を目指す生産性向上-

継続的な取組 令和７年度の主な取組

（１）農業の生産性向上対策

①水田農業

需要に応じた米の生産や作付転換の推進等による水田営農の確立
・補助事業による省力化機械等の導入支援
・畑地化に伴う土地改良区決済金等の支援
・稲作・畑作の生産指導、県産米の評価向上の推進

②野菜・花き

露地野菜における省力・低コスト化と輪作体系の導入推進
・園芸産地における事業継続計画の作成・実践等支援
・補助事業による省力化機械等の導入支援

指定産地や特定産地等の高品質・安定生産に向けた生産力の向上 ・指定産地等の共販率向上や価格安定事業等への加入促進

③果樹

りんごの共同防除組織の多機能化の推進 ・交信撹乱剤の効果確認等

カットりんごなどの実需者ニーズに対応した加工用りんごの安定
供給体制の整備と加工専用園の導入推進

・加工業者と生産者のマッチング

「シャインマスカット」など優良品種への更新や施設化の推進による
高品質生産

・生産基盤や生産高度化施設の整備支援

④畜産

家畜保健衛生所の施設更新と機能強化 ・家畜保健衛生所の施設更新、庁舎の整備

県獣医師職員確保プランに基づく獣医師の確保と定着・補完 ・修学資金の給付、インターンシップの開催

⑤生産基盤

優良農地の確保と農地の適正利用
・農地転用現地調査・指導、農振計画協議対応、農地法・農振法に係る情報
共有等

農業者自らがリスクに備える生産体制構築に向けた農業保険の
加入推進

・様々な機会を通じた制度周知

生産基盤の強化や災害復旧等に向けた制度資金の活用促進 ・金融機関が実行する融資への利子補給等

⑥先端技術の導入促進、試験・研究開発
産業の高度化や労働力不足等に対応するためのＤＸ推進に関する
試験・研究開発

・ＡＩ技術を用いた環境制御システムの開発

グリーン社会の実現につながる環境負荷軽減に配慮した技術に
関する試験・研究開発

・県産バイオマス資源を利活用したバイオプラスチックの開発

国内外の幅広い需要に対応した競争力の高い優良な品種や種畜に
関する試験・研究開発

・りんご産業を活性化させる青森オリジナル品種の育成
・受精卵段階でのゲノム育種価解析による早期優良牛生産技術の開発

気候変動等に対応した農林畜産物の安定生産技術に関する試験・研
究開発

・高温性病害虫の発生生態の解明と総合的病害虫管理技術の検証

⑦持続可能な農業

野生鳥獣の農作物被害防止対策の推進

・地域情報連絡会議等開催（農林水産事務所）
・鳥獣被害防止計画の更新・作成指導
・鳥獣被害対策実施隊等の体制強化
・イノシシ・シカの広域捕獲（委託）
・ICT等新技術を活用した捕獲実証（委託）

病害虫の発生予察調査に基づく適切な防除の推進
・発生予察調査の実施及び予察情報の発行
・農薬耐性・抵抗性検定

農薬使用のリスク低減に向けた総合防除の推進と技術開発 ・総合防除の推進活動、総合防除技術集の改訂

重要病害虫の侵入・まん延防止に向けた体制強化 ・侵入調査の実施
・病害虫防除体系の確立

農業者に対する農薬適正使用の普及啓発活動や消費者の理解促進 ・農薬の適正使用に係る啓発活動、農薬指導者の養成

ＧＡＰや農場ＨＡＣＣＰの認証取得の推進
・GAP普及指導・認証取得支援
・農場HACCP審査員の育成、農場指導

肥料の品質の確保等の推進 ・肥料の品質確保のための生産業者の指導、立入検査の実施
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継続的な取組 令和７年度の主な取組

（２）林業の生産性向上対策

①森林整備

カーボンクレジット制度の活用促進 ・J－クレジットの販売

適地適木による森林づくり
・森林整備に係る補助金の交付
・カラマツ林の収穫予測に関する研究

森林経営管理制度等の推進 ・専門職員の設置等による市町村への支援

施業地の集約化による森林経営計画の作成促進
・森林調査及び計画の策定
・施業集約化に必要な地域活動に対する交付金の交付

需要に応じた林木育種の推進
・林業用種子の生産・配布
・スギ花粉症対策品種等の研究

植樹祭等の緑化行事を通じた普及啓発 ・緑化関係行事の開催

県民環境林管理・経営のコスト削減等による収益の確保
・県民環境林の管理・経営
・J－クレジットの販売

②生産基盤

保安林の配備及び保全管理 ・保安林の指定・解除に係る調査の実施

林地開発許可制度の適切な運用 ・林地開発許可に係る審査及び指導監督の実施

山火事や気象害等の防止対策の推進 ・山火事予防巡視活動及び普及啓発活動の実施

育林コスト低減手法の検討・普及
・早生樹の施業技術等の研究
・県単補助事業等を通じて低コスト技術普及

再造林を前提とした主伐の推進 ・研修会等の開催

森林所有者自らが災害に備える森林保険への加入推進 ・様々な機会を通じた制度周知

③木材利用

広葉樹の利用促進
・広葉樹分布調査の実施
・広葉樹中小径材の活用技術に関する研究

製紙用チップの安定供給 ・林業・木材産業等振興施設の整備

木質バイオマスの地域内流通の促進
・林業・木材産業等振興施設の整備
・地域住民等が実施する森林整備活動に対する交付金の交付
・林業普及指導員による普及指導活動の実施

（３）水産業の生産性向上対策

①増養殖

ホタテガイ生産者の経営力強化
・陸奥湾内における貝毒蓄積傾向の把握
・DXによるスマート養殖業の推進に向けた検討

さけ・ます資源の維持・増大
・試験研究機関等との調査研究
・さけ、ます種苗の買い上げ、放流

内水面漁業の振興 ・内水面での調査研究、愛魚週間の実施

漁場環境のモニタリング
・小川原湖での糸状藍藻類のモニタリング
・陸奥湾、十三湖、小川原湖での水質や底質等のモニタリング

②漁船漁業
クロマグロなど特定水産資源のほか、ホッキガイなどの資源管理を
推進

・資源管理実施状況の把握、支援

③水産基盤

水産多面的機能発揮対策による藻場・干潟の保全活動の支援 ・藻場・干潟の保全活動の支援

漁業共済や積立ぷらすなどのセーフティネットへの加入促進 ・様々な機会を通じた制度周知
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３ 人財育成 -次代を担う人財の確保・育成-

継続的な取組 令和７年度の主な取組

（１）農業人財

農業人財の一層の呼込み・確保及び定着を図る国資金の活用促進 ・就農準備資金、経営開始資金等による支援

農業経営・就農サポートセンターの機能強化や機械の導入支援等に
よる「儲かる経営体」の育成

・経営相談窓口対応、研修会開催及び伴走型支援
・融資主体型補助の実施

優れた農業指導者及び若手リーダー（農業経営士、青年農業士）の
育成

・農業士ゼミナールの開催等

営農大学校におけるカリキュラムの充実
・スマート農業機器等を活用した実践的な学習
・りんご高密植わい化栽培実習農場を活用した学習

農業者の農作業安全に係る啓発、意識向上 ・春・秋の農作業安全運動の実施、研修会開催

新規就農希望者と県内移譲希望者とのマッチングによる第三者
継承の推進

・就農フェアによる就農希望者の呼び込みと継承支援

（２）林業人財

就業者の技術向上、労働安全対策の強化、労働環境の改善
・チェーンソー業務の安全衛生教育講習、安全巡回指導の実施
・緑の雇用事業の活用促進

林業事業体の経営基盤強化、雇用管理の改善 ・改善計画の指導・認定

（３）漁業人財
優れた漁業指導者及び若手リーダー（指導漁業士、青年漁業士）の
育成

・資質向上に向けた各種講習会等の開催や参加促進

漁業後継者育成研修「賓陽塾」の開講 ・漁業に関する許可制度等の講習、ロープワークなど漁業技術等の実習

（４）組織・団体の育成・強化

農協の健全かつ適切な運営体制確保の促進
・農業協同組合の巡回やトップヒアリング等による指導
・農業協同組合の業務及び会計に係る検査の実施

事業の活性化や業務執行体制の強化による森林組合の経営基盤
強化

・森林組合の巡回やトップヒアリング等による指導
・森林組合の業務及び会計に係る検査の実施
・森林組合等へ森林整備事業実施に係る経費の融資

漁協の健全かつ適切な運営体制確保の促進
・漁業協同組合等の業務及び会計に係る検査の実施
・検査後の実地ヒアリングによる指導

４ 農山漁村振興 -元気で豊かな農山漁村づくり-

（１）農山漁村の賑わい創出と地域コミュニティ機能の維持
産地直売施設の強化
（地域住民の食や暮らしを支えていく取組の支援）【再掲】

・専門アドバイザー派遣による生産者の出荷労力軽減や産地直売施設の販
売力強化支援

（２）多様な農業人財の活躍促進

女性起業家の育成と経営力の向上
・女性農林漁業者の技術力・経営力向上のため、各種研修会の実施
・新規起業や既存起業活動への支援

農山漁村の活性化に取り組む女性リーダーの育成
・ＶiＣ・ウーマンの掘り起こし及び認定
・各種審議会などへの女性登用の促進
・家族経営協定締結の推進

（３）豊かな地域資源の活用促進
子供たちを対象とした体験学習等による水循環の大切さの理解・
継承

・地域住民、NPO、企業など多様な活動主体による水循環の保全活動の促進
・健全な水循環を守る次世代の育成

稲わら、間伐材、ホタテガイ貝殻、りんごせん定枝などの未利用資源
の活用促進

・耕畜連携の推進
・稲わらの有効利用・焼却防止連絡会議の開催
・燃料用木質バイオマスの利用推進

多様な主体の協働による農村環境の保全・再生の推進

・事業構想・計画時や施設管理の多様な主体による合意形成を推進
・多面的機能支払交付金や中山間地域等直接支払交付金の活動組織等
などによる地域活動を推進
・水路等への環境配慮施設の整備、モニタリングの実施

農村の生活基盤等の整備
・農業集落排水施設の整備を４地区で実施（新規３、継続１）
・農道の保全対策を19地区で実施（新規３、継続1６）
・中山間総合整備事業を８地区で実施（継続８）

漁港区域内の海岸保全施設の整備 ・１漁港海岸で離岸堤を新設、８漁港海岸で護岸等の老朽化対策を実施

漁業集落排水施設の適時更新や施設の集約・再編・強靱化 ・５地区（継続５）で施設整備を実施

第３章
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所得向上プログラムは、生産者が経営戦略を描くことができるように、生産者自身が所得向上に向

けて取り組むべき方向性を品目別に具体的に示したものです。

各品目で、品種構成を始め、スマート技術等も活用した収量・品質の向上を図る取組と省力化に

必要な取組などをまとめています。

2025年度版では、2024年度版で示した「露地野菜」「ミトマト」「りんご」に加えて、「土地利用

型作物」「にんにく」「夏秋いちご」「肉用牛」を追加する予定です。

Ⅲ 所得向上プログラム

第３章

「農林水産力」
青森新時代

強化パッケージ 展開中
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Ⅲ 所得向上プログラム（夏秋いちご）

第３章

労働力・労働時間

現状 導入後

作型の分散（定植時期：４月中旬→４月中旬＋５月中旬）

効果 経営収支（作付面積17a）

収穫開始後の労働時間のピークを16％緩和します。
185時間/旬→156時間/旬(29時間/旬減少）
これにより、適期作業が可能となり販売単収が25％
程度増加します。
2,150kg/10a→2,688kg/10a(538kg増加）

パイプハウスの増設（３ａ増設）

効果 経営収支（作付面積17a→20a）

総出荷量が18％程度増加します。
3,655kg→4,300kg(645kg増加）

経営内容・経営収支

項目 現状 導入後 増減 導入する設備･経費

品 目 夏秋いちご － パイプハウス(1棟)
2,769千円／100坪

高設栽培ベンチ･培土一式

3,292千円／20a
培地冷却装置部材一式
286千円／20a

経営面積 17ａ 20a ３a増

販売反収 2,150kg/10a 3,386kg/10a 1,236kg/10a増

販売単価 1,636kg/10a 1,750kg/10a 114円/kg上昇

粗収益 5,980千円 11,851千円 5,871千円増

経営費 4,745千円 6,788千円 2,043千円増

所得(経営面積当たり) 1,235千円 5,062千円 3,827千円増

所得(10a当たり) 726千円 2,531千円 1,805千円増

項目 現状 導入後

粗収益 5,980千円 7,474千円

経営費 4,745千円 5,030千円

所得
(所得率)

1,235千円
(20.6％)

2,444千円
(32.7％)

導入後の姿（全ての技術導入時）
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上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

夏秋いちご

(ﾊｳｽ)
家族労働の上限

【労働時間】2,727時間
（1,604時間／10a）

【労働力】
家族２人
雇用延べ14人

収穫定植

項目 現状 導入後

粗収益 5,980千円 7,035千円

経営費 4,745千円 5,768千円

所得
(所得率)

1,235千円
(20.6％)

1,267千円
(18％)

●定植時期を分散し、作業の競合による収穫遅れを回避します。
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

夏秋いちご

(ﾊｳｽ)
家族労働の上限

【労働時間】3,630時間
(1,815時間／10a)

【労働力】
家族２人
雇用延べ75人

収穫定植
収穫定植

生産量の拡大により労働時間が903時間増加
（10a当たりでは211時間増加）
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政策テーマ１ しごと～所得向上と経済成長～

○2040年のめざす姿

＜農林水産業が持続的に発展する社会＞

農林水産業は、生産性と付加価値が向上し、国内外への販売力が強化され、国内有数の食料

供給基地として存在感を一層高めており、多くの外貨を獲得するとともに、生産者等は豊かさ

を実感し、引き続き本県の強みとして地域経済の発展に寄与しています。

（１）政策Ⅰ：豊かさを実感できる力強い農林水産業の実現

①施策１ 所得向上につながる販売戦略の展開

＜主な取組＞

・マーケットインの視点で、ブランド価値の高い産品やコンセプトの設定など、所得向上につな

がる戦略的な商品づくりに取り組みます。

・所得向上に向けて、データを活用した戦略的な販路開拓のほか、オンライン商談会やＥＣ展

開の強化など、県産品の販売拡大に取り組みます。

・店頭プロモーションや、インターネット等様々な媒体を活用した効果的な情報発信に取り組

みます。

・国内市場のニーズに応じた県産品の販路開拓や取引の維持・拡大に取り組みます。

・「Ａ！Ｐｒｅｍｉｕｍ」など実需者や消費者にメリットのある輸送サービスの活用等による更な

る販路の開拓、販売の拡大に取り組みます。

・食品産業の強化を図るため、付加価値の増大に向けて、県産食材を使用した地域の６次産業

化を推進します。

・県産品の消費拡大をより一層図るため、県民を挙げた地産地消の推進強化に取り組みます。

②施策２ 新たな時代に適応した優れた青森県産品づくり

＜主な取組＞

・関係機関等と連携して、気候変動や物価高騰等に適応し、農林水産品の高品質・安定生産に

資する技術の開発や生産現場への普及を進めます。

・水産資源の持続的利用に向けた資源管理を推進するほか、100億円産業として安定した

ホタテガイ養殖業の振興やサーモン等養殖に加え、沿岸域の環境保全の役割も担う海藻類

や磯根資源の増養殖など、「つくり育てる漁業」の推進に取り組みます。

・生産性の向上と環境負荷低減の両立に向けて、「健康な土づくり」の取組強化や環境に配慮

した生産技術の普及・定着などを図るとともに、消費者に対する環境に優しい取組の情報発

信等により生産物の付加価値の増大につなげていきます。

・地域の担い手への農地の集積・集約化、スマート農業や防災力強化などに対応した農地等の

基盤整備、安全で効率的な漁業活動や養殖業の成長産業化を支援する漁港の整備、資源増

大のための増殖場の整備など、農林水産業の持続的な発展を支える生産基盤づくりに取り

組みます。

・ＨＡＣＣＰ・ＧＡＰの推進や食品表示の適正化など、消費者から信頼される安全・安心な農林

水産物の供給システムの構築に取り組みます。

第４章 青森県基本計画「青森新時代」への架け橋(農林水産関係部分を抜粋)
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③施策３ 農林水産業の持続的な発展を支える人財育成

＜主な取組＞

・将来の担い手となる新規就業者や多様な担い手などの確保・育成・定着に向けて、就業相談

から就業後の各段階に応じたサポート体制の強化に取り組みます。

・国内外の情勢に的確に対応できる多様な人財の育成に向けて、各種研修等を通じたスキル

アップなどに取り組みます。

・関係機関と連携し、地域の状況に合わせて、高い生産力と経営力を備えた経営体の育成・

強化を進めるほか、第三者継承など円滑な経営継承に取り組みます。

・各種研修等を通じて新規参入の促進や誰もが農林水産業で働くことができる環境づくりに

取り組みます。

（４）政策Ⅳ：産業を支えるＤＸの推進

②施策２ スマート農林水産業の推進

＜主な取組＞

・農林水産業の生産性向上を実現するため、先端技術を活用した農林水産物の生産技術及び

漁獲技術の開発等に取り組みます。

・スマート農林水産業の普及拡大に向けた人財育成に取り組みます。

・生産現場において、データを活用した生産の効率化等による経営の高度化や、スマート農業

機械等の普及による作業の省力化に取り組みます。

・農林水産物の安定供給に向けて、デジタル技術を活用した鳥獣被害防止対策の普及に取り

組みます。

政策テーマ２ 健康～健康を支える医療環境の向上と共生社会の実現～

（１）政策Ⅰ：県民一人ひとりの健康づくりの推進

①施策１ ヘルスリテラシーの向上による生活習慣の改善

＜主な取組＞

・健全な食生活を生涯にわたって実現する力を養う食育により、本県の強みである「食」の力

を生かした身体とこころの健康づくりを推進します。

（４）政策Ⅳ：高齢者や障がい者が安心して暮らす共生社会の実現

②施策２ 障がい者等の活躍促進

＜主な取組＞

・障がいや障がい者に対する県民の理解促進に取り組みます。

・農福連携を始めとした障がい者の雇用・就業の促進に取り組みます。

政策テーマ３ こども～こどもの健やかな成長～

（２）政策Ⅱ： あおもりの未来をつくるこどもたちのための学校教育改革

①施策１ 「知・徳・体」の調和の取れた「生きる力」の育成

＜主な取組＞

・食育の推進や運動習慣の定着など、こどもの健康づくりに関する取組を推進します。

青森県基本計画

第４章
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政策テーマ４ 環境～自然環境との調和とその活用～

（１）政策Ⅰ：再生可能エネルギーとの共生と環境配慮型ビジネスの推進

②施策１ 自然・地域と共生する再生可能エネルギーの活用促進

＜主な取組＞

・再生可能エネルギーの地産地消により、地域内でエネルギーや経済が好循環する仕組みづく

りを推進します。

（２）政策Ⅱ：カーボンニュートラルに向けた脱炭素社会の実現

①施策１ 温室効果ガスの排出抑制対策の推進

＜主な取組＞

・農地土壌や家畜から排出される温室効果ガスの削減に向けた取組を促進します。

②施策２ 吸収源対策の推進

＜主な取組＞

・再造林などの森林の整備、藻場や干潟の環境再生を通じた温室効果ガスの隔離・貯留に取

り組みます。

・カーボンクレジット制度を通じて、県有林等から創出したクレジットの販売収入を森林等の

整備に環流し、温室効果ガス吸収源の確保を進めます。

（３）政策Ⅲ：資源効率の高い循環型社会の実現

①施策１ 限りある資源を有効活用する３Ｒ＋の推進

＜主な取組＞

・稲わら、間伐材、ホタテガイ貝殻、りんごせん定枝などの未利用資源の活用拡大に取り組み

ます。

・事業者、NPO、教育機関など多様な主体と協働し、資源循環に向けた行動を学ぶ環境教育

の充実と環境教育の担い手の確保・育成、活動支援に取り組みます。

（４）政策Ⅳ：豊かな自然環境の継承

①施策１ 世界自然遺産白神山地や貴重な自然の保全と活用

＜主な取組＞

・ネイチャーポジティブ（自然再興）の実現に向けた生物多様性の保全・再生の推進に取り組み

ます。

②施策２ 自然と共生する里地里山の保全と活用

＜主な取組＞

・森林整備による手入れ不十分な森林の発生防止・解消や、森林の多面的機能の維持・向上、

森林資源の循環利用の推進に取り組みます。

・多様な生態系や自然と身近に触れあえる里地里山の保存と活用、緩衝帯の整備に取り組み

ます。

・市町村や近隣道県などとの広域的連携やデジタル技術の活用などにより、効果的な野生鳥

獣の保護や適正管理、狩猟・捕獲の担い手の育成に取り組みます。

青森県基本計画

第４章
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③施策３ 生活を支える健全な水循環の確保

＜主な取組＞

・地域住民や農林漁業者、事業者などとの協働により、山･川･海をつなぐ健全な水循環の

確保に向けた総合的対策に取り組みます。

・生活排水や事業活動に伴う排水の汚水処理による水質汚濁負荷の低減など、河川、湖沼、

海域、地下水などの水質保全対策に取り組みます。

・作物が良好に生育する土壌環境の整備など、農業生産活動による環境負荷の低減に取り組

みます。

・地域の多様な主体と協働し、農林水産業の生産基盤や農山漁村の生活環境などの整備を

通じた環境の保全・再生に取り組みます。

・藻場、干潟の生態系の保全、再生による水産の多面的機能の維持・向上に取り組みます。

政策テーマ５ 交流～国内外とつながる交流・物流の拡大～

（１）政策Ⅰ：国内外とつながる観光の推進

①施策１ 観光の付加価値創出・向上

＜主な取組＞

・農業、林業、畜産業、漁業の暮らしを体験する観光の定着等により、農林水産業従事者の

収入の多様化を進めます。

④施策４ 青森ファンを増やす情報発信

＜主な取組＞

・情報発信、誘客、県産品販路拡大、経済交流などを一体的に進めるトップセールスを国内外

の各地で展開します。

・本県ゆかりの方々とのネットワークを生かした、オールあおもりでの営業活動を展開します。

（２）政策Ⅱ：輸出・海外ビジネスの拡大と物流の確保

①施策３ 産業と暮らしを支える物流の最適化

＜主な取組＞

・「Ａ！Ｐｒｅｍｉｕｍ」流通サービス等、県産品の流通ルートの維持・拡大に取り組みます。

・様々な物流手段を適切に組み合わせるモーダルミックスや地域の事業者間の協同輸配送等、

物流の連携と役割分担を促進します。

・ドローンや自動運転等の導入、AIやデータを活用するスマート物流の普及など、物流のDX

を促進します。

・ラストワンマイルを支える県内物流事業者の体制強化や多様な物流サービス事業者の参入

を促進します。

（３）政策Ⅲ：国際交流の推進

②施策２ 多文化共生社会の実現

＜主な取組＞

・各産業分野における外国人の受入環境づくりを推進します。

・グローバルな視野を持ち、国内外で活躍する人財の育成に取り組みます。

青森県基本計画

第４章

201op
テキストボックス
61



政策テーマ６ 地域社会～持続可能な地域社会の形成～

（１）政策Ⅰ：元気な地域づくり・人づくり

①施策１ 地域の強みを生かした地域づくりと人づくり

＜主な取組＞

・地域資源を生かした地域づくりの推進及び地域コミュニティ維持・活性化に取り組みます。

・地域づくりに取り組む市町村や団体等の人財育成や取組支援を図っていきます。

・中間支援組織の活用促進による地域支援体制の強化に取り組みます。

・買物弱者を含めて、多くの県民が買物を楽しめる環境づくりの支援に取り組みます。

②施策２ 持続可能な農山漁村地域の実現

＜主な取組＞

・農山漁村における「地域経営」の仕組みづくりの加速化に取り組みます。

・農山漁村の活性化を担う人財育成、食文化や伝統行事などの文化の継承に取り組みます。

・「農泊」や「海業」等の推進による地域資源を活用した農山漁村のにぎわい創出に取り組みま

す。

③施策３ 移住促進と関係人口の拡大

＜主な取組＞

・地域や地域の人々と関わりを持つ県出身者や関係人口の拡大に取り組みます。

・農林水産業へ就業を希望する人財や医療・福祉職の子育て世帯の移住促進に取り組みます。

④施策４ 女性の人財育成とエンパワーメント

＜主な取組＞

・地域社会のリーダーとして活躍する女性人財の育成に取り組みます。

・自らの意識と能力を高め主体的に活躍する女性人財の育成に取り組みます。

（２）政策Ⅱ：安心で快適な生活基盤づくり

④施策４ 消費生活と「食」の安全・安心を守る体制づくり

＜主な取組＞

・適正な食品表示及び衛生管理の推進により、食品の安全性を向上させます。

政策テーマ７ 社会資本～安全で利便性の高いインフラの整備～

（１）政策Ⅰ：安全・安心な県土づくりを推進する社会基盤の整備

①施策１ 「防災・減災、国土強靱化」の推進

＜主な取組＞

・気候変動に伴う水災害の激甚化・頻発化を踏まえ、流域のあらゆる関係者と連携し、「流域

治水」によるハード・ソフト一体となった事前防災対策を推進します。
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プロジェクト名 指標 現状値 目標

消費者ニーズに寄り添った

新商品開発
1.食品製造業生産額 1,214億円（R3） 1,356億円（R10）

物流革新と販路開拓・拡大
2.大手量販店との通常取引額

3.新たなブランド産品の発掘

291億円（R5）

0件（R5）

300億円（R10）

計 6件（R10）

あおもりブランドの確立に向けた

情報発信の強化

4.県産品の認知度

5.あおもり米（青天の霹靂）の認知度

6.ジュノハートの認知度

44.8％（R5）

52.4％（R5）

8.4%（R5）

48%（R10）

65%（R10）

15%（R10）

地域経済の活性化に向けた

地産地消の推進
7.県民運動協力店数 877店（R5） 1,000店（R10）

＜販売力強化＞（7指標）

＜生産性向上＞（56指標）

プロジェクト名 指標 現状値 目標

世界に羽ばたく持続可能な

米づくり

1.「超・プレミアム米」の実現※販売価格

2.「超・低コスト米」の実現※生産コスト

３.輸出用米の作付面積

４.「青天の霹靂」の単収

５.玄米ﾀﾝﾊﾟｸ質含有率6%以下の割合

1,090円/kg（R6）

9,568円/60kg（R6）

499ha（R6）

597kg/10a（R6）

54%（R6）

1,000円/kg以上

7,000円/60kg未満

1,000ha（R10）

540kg/10a（R8）

90%（R8）

「ながいも」で儲かる産地づくり
6.優良種苗の使用割合

7.ながいも収量

32%（R5）

2.3t/10a（R5）

50%（R10）

3.2t/10a（R10）

「にんにく」で儲かる産地づくり

8.国内産シェア

9.単収（出荷量）※10a当たり

10.品質（AB品率）

66％（R5）

644kg（R5年産）

79%（R5年産）

66%（R10）

753kg（R5～9年産平均）

85%（R5～9年産平均）

施設園芸で儲かる産地づくり

11.施設野菜経営体数

12.トルコギキョウの出荷額（県全体）

13.キクの出荷額（県全体）

14.冬の農業主力品目の面積（県全体）

335経営体（R2）

147,264千円（R5）

220,700千円（R5）

9,153a（R4）

382経営体（R10）

175,940千円（R10）

258,441千円（R10）

9,854a（R10）

世界に誇る「青森りんご」の

次世代への継承
15.高密植わい化栽培の面積 63.5ha（R6） 150ha（R10）

参考１ プロジェクトの目標一覧（８０指標）
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プロジェクト名 指標 現状値 目標

安全・安心の「青森りんご」

輸出基盤の強化
16.国産りんご輸出額（年産） 131億円（R6） 220億円（R10）

おうとう「ジュノハート」による

産地力向上
17.「ジュノハート」栽培面積 18.7ha（R5） 26ha（R10）

多様なニーズに対応した牛肉生産

18.肉用種の繁殖雌牛の飼育頭数

19.子牛市場価格（全国平均価格）

との比較

13,500頭（R6）

去勢 －1.7％（R4）

めす －4.0％（R4）

15,200頭（R10）

去勢 ＋1.7%（R10）

めす ±0%（R10）

次世代につなぐ酪農産地づくり 20.青森県の生乳生産量 71,700ｔ（R5） 76,000ｔ（R10）

持続可能な畜産を支える草づくり 21.二毛作栽培による自給飼料の収量 10,452kg/10a（R6） 5,800kg/10a（R10）

畜産を守る家畜衛生対策の推進 22.監視伝染病の発生件数 83件（R6） 50件（R10）

スマート農業にも対応した

基盤整備の推進
23.水田整備面積 54,192ha（R6） 54,966ha（R10）

農業・農村の防災・減災、強靱化
24.機能保全計画に基づく保全対策

工事に着手した施設数
54施設（R6） 71施設（R10）

経営の効率化に向けた

農地の集積・集約化等
25.担い手への農地集積率 58.5％（R6.3） 80％（R10）

あおもり「農業ＤＸ」の実現
26.スマート農業機械の導入台数

※平成27年からの累計値
2,679台（R6） 3,000台（R10）

環境負荷低減による

持続可能な農業の実践拡大

27.環境にやさしい農業の取組面積

28.環境にやさしい農業の取組面積

※平成27年からの累計値

特栽 485ha（R4）

有機 554ha（R4）

特栽 700ha（R8）

有機 900ha（R8）

緑豊かな森林づくりによる

ＣＯ2吸収力の強化

29.再造林率

30.間伐面積

31.コンテナ苗生産量

32.森づくり協定締結

33.林内路網延長

55％（R5）

1,437ha（R5）

166万本（R6）

28団体（R6）

1,291km（R4）

40％（R10）

2,400ha（R10）

120万本（R10）

36団体（R10）

1,315km（R10）

県土を守る森林環境の保全

34.治山事業新規着手地区

35.松くい虫被害

36.ナラ枯れ被害

10地区（R6）

128本（R6.12）

61,217本（R6.10）

25地区（R6～10）

被害の拡大防止

被害の拡大防止

スマート林業技術等を活用した

林業のデジタルシフト

37.スマート林業コア技能者数

38.素材生産量

39.製材用素材入荷量

40.林内路網延長

0名（R5）

91万㎥（R5見込）

161千㎥（R5）

1,295km（R6見込）

30名（R7）

130万㎥（R10）

182千㎥（R10）

1,315km（R10）

参考１
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プロジェクト名 指標 現状値 目標

県産材の安定供給と利用の確保

38.素材生産量（再掲）

41.製材品出荷量

42.発電向け未利用材利用量

39.製材用素材入荷量

91万㎥（R5見込み）

6.8万㎥（R5）

54万㎥（R5）

161千㎥（R5）

130万㎥（R10）

8.9万㎥（R10）

56万㎥（R10）

182千㎥（R10）

ホタテガイの３００億円産業の

恒久化

43.陸奥湾でのホタテガイ生産額

44.陸奥湾でのホタテガイ生産量

45.親貝保有枚数

133億円（R5）

56,413ｔ（R5）

7,393万枚（R6）

100億円台の維持（R10）

90,000ｔ（R10）

1億4,000万枚（R10）

サーモンの一大産地化 46.海面養殖サーモン生産量 1,679ｔ（R5） 10,000ｔ（R10）

ナマコ資源増大チャレンジ 47.ナマコ種苗生産数 16.5万個（R6） 50万個（R10）

つくり育てる漁業の推進

48.アイナメ種苗生産数

49.マツカワ種苗生産数

50.ミネフジツボ種苗生産数

51.海藻類の生産量

16,000尾（R5）

17,500尾（R6）

2,400個（R4）

2,160ｔ（R5）

80,000尾（R10）

100,000尾（R10）

16,000個（R10）

3,000ｔ（R10）

持続可能な漁業に向けた新たな

資源管理の推進
52.ＴＡＣ管理の魚種の割合 10魚種（R6）

漁獲量ベースで上位

約8割を占める魚種

（R10）

いか釣り漁業の経営安定
53.ＩＣＴスルメイカ漁獲情報

管理システムの登録者（漁業者）
56人（R6） 68人（R10）

水産業の成長産業化に向けた

拠点整備
54.施設整備に着手済みの漁港数 34漁港（R6） 37漁港（R10）

環境変化に適応した

漁場生産力の強化

55.効率的に漁獲できる水産物の資源量

56.藻場整備により増加する藻場面積

5,430ｔ（R6）

258ha（R6）

5,560ｔ（R10）

313ha（R10）

＜人財育成＞（7指標）

プロジェクト名 指標 現状値 目標

未来を担う人財育成
1.新規就農者数

2.農業法人数

286人（R5）

573法人（R5）

300人（R10）

900法人（R10）

所得向上プログラムの実践 3.1経営体当たりの生産農業所得 488万円（R5） 625万円（R10）

企業の農業参入の推進

4.農業生産参入法人数

うち、県外からの参入数

5.りんご産地との連携企業数

77社（R4）

0社（R4）

0社（R6）

110社（R10）

2社（R10）

4社以上（R10）

林業の新たな担い手確保・育成 6.年間新規就業者 76人（R5） 110人（R10）

漁業者の確保・育成 7.沿岸漁業における新規漁業就業者数 12人（R5） 15人（R10）

参考１
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プロジェクト名 指標 現状値 目標

あおもり型農村ＲＭＯの実現
1.あおもり型農村ＲＭＯ数

2.農林漁家民宿延べ宿泊者数

3組織（R6）

9,663人泊（R5）

12組織（R10）

10,800人泊（R10）

「海業」の推進による漁村の活性化 3.海業の取組 1件（R6） 4件（R10）

多様な農業人財の活躍促進

4.農業で働く人財確保（農協等無料

職業紹介事業マッチング）

5.農業分野での外国人労働者の

受入人数

136人（R5）

611人（R6）

300人（R10）

800人（R10）

ユニバーサル農業の推進 6.農福連携に取り組む農業経営体数 116経営体（R5） 200経営体（R10）

食の力を生かした

健康的なくらしの実現

7.平均寿命の延伸

8.健康寿命の延伸

男性79.27才（R2）

女性86.33才（R2）

男性71.73才（R1）

女性76.05才（R1）

現状より延伸（R10）

現状より延伸（R10）

農業・農村インフラの機能の確保 9.多面的機能支払交付金の取組面積 44,264ha（R6） 44,204ha（R10）

森林資源等を生かした山村の振興

10.木材生産を除く林業産出額

（薪炭生産、栽培きのこ類生産、林野

副産物採取）

2.9億円（R4） 4.8億円（R10）

＜農山漁村振興＞（10指標）

参考１
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青森県「農林水産力」強化本部設置要領

（設置）
第１条 県では、人口減少社会の進展や消費動向の変化などに伴う課題に対応するため、
販売力強化、生産性向上、人財育成、農山漁村振興の４つの柱に沿って「農林水産
力」を強化することとしている。
農林水産業が持続的に発展する社会の実現に向けて、農林漁業者や、市町村、関係
団体などの関係者が、共通認識を持って連携・協力しながら取り組んでいくため、
「農林水産力」強化本部（以下「県本部」という。）を設置する。

（所掌事項）
第２条 県本部は、別表１に掲げる事項を所掌する。

（組織）
第３条 県本部の委員は、別表２に掲げる者で構成する。
２ 県本部に本部長及び副本部長を置き、本部長は知事をもって充て、副本部長は農林水
産部長をもって充てる。

３ 副本部長は、本部長を補佐し、本部長が不在のときはその職務を代理する。

（会議）
第４条 県本部の会議は、必要に応じて本部長が招集する。
２ 本部長は、必要に応じて前条に定める者以外の者を会議に出席させることができる。
３ 会議の進行は、本部長が指名した者が取り進めることとする。

（部会）
第５条 専門的な事項の推進を図るとともに現場からの意見を施策に反映させるため、食
ブランド・流通推進部会、構造政策部会、農産園芸部会、果樹部会、畜産部会、林業部
会、水産部会、農村整備部会を置く。

２ 部会は、青森新時代「農林水産力」強化パッケージに掲げたプロジェクトのほか、別
表１に掲げる所掌事項を推進するため、生産者や関係団体等との対話を重視し、意見交
換を随時行う。

３ 部会に部会長及び副部会長を置き、部会長は農林水産部本庁所管課長をもって充て、
副部会長は部会長が別に定める。

４ 副部会長は部会長を補佐し、部会長が不在のときはその職務を代理する。
５ 部会の委員は、部会長が別に定める。
６ 部会の会議は、必要に応じて部会長が招集する。
７ 部会長は、必要に応じて第５項に定める者以外の者を会議に出席させることができる。
８ 会議の進行は、部会長が指名した者が取り進めることとする。
９ その他必要な事項は、部会長が別に定める。

（事務局）
第６条 県本部の事務局は、別表３のとおりとする。

（その他）
第７条 この要領に定めるもののほか、県本部の運営に関し必要な事項は、別に定める。

附 則（令和６年 １月３０日制定）
この要領は、令和６年 ２月２２日から施行する。

附 則（令和６年 ４月 １日改正）
この要領は、令和６年 ４月 １日から施行する。

参考２ 青森県「農林水産力」強化本部設置要領（令和６年４月１日最終改正）
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参考２

201op
テキストボックス
68



参考２
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ある若者が描いた未来






